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口

次

第

章

国
家
お
よ
び
法
の
秩
序
に
お
け
る
基
本
権

の
機
能

1
.
個
人
と
国
家
の
間
の
緊
張

の
場

に
お
け
る
基
本
権

0

12
.

　

'

4
.
5
.
6
.

人
類
学
的
根
拠
づ
け

法
の
前
提
で
あ
り
創
造
物
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

中
心
的
な
基
本
権

に
か
ん
す
る
諸
問
題

政
治
の
手
段

で
あ
り
目
的
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

客
襯
的
原
則

で
あ
り
L
襯
的
権
利

で
あ
る
も

の
と
し
て
の
基
本
権

基
本
権
の
私
人
間
的
側
面
に
つ
い
て

1、'　:

 

ヨ
ル

ク

・
バ
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ミ
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ラ
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『
ス

イ
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基

本
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原
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(
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"
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.
L
ハ

(
309

'
)

n
.
基

本

権
理
論

の
た
め

の
推
論

1
.
基
本

権

の
防
御

L

(d
efe
n
s
iv
)

理
解

-11構
=X
的

(k
o
n
s
titu
tiv
)
理
解

2
.
右

、
.
つ
の
理
解

の
位

鷺
付

け
と

境
界

3
.
「
制
度

的
」

(
・〉一霧
江
ε
虹
o
琴

=
《
)
基
本

権

理
解

の
概
念

に

つ
い
て

(以

L
、

皿
.
国
家
の
構
成
的
要
素
と
し
て
の
基
本
権

-

民
配
的
法
秩
序

の
必
須
物

1
.
国
家

の
構
成
的
要
素

2
.
基
本
権
の
再
構
成

の

憲
法
制
定
者
に
よ
る
も
の

ω

連
邦
裁
判
所
に
よ
る
も
の

の

民
髭
的

・
法
治
国
家
的
お
よ
び
連
邦
国
家
的
秩
序

の
必
須
物

の
番
人
と
し
て
の
連
邦
裁
判
所

㎏醐
灘

離

離

限
ま
で
の
援
用

の

連

邦
憲

法

の
不
文

の
基

本
権

と
連

邦
憲

法

.

。
...条

の

い
う

、憲

法
L

の
権

利

」

の
概

念

-a

3
.
権

利
実

現

の
過

程

に
お

け
る
基

本
権

の
機

能

　e)d)c)b)a

経
済
的

11
政
治
的
領
域
に
お
け
る
凱
法
の
事
前
形
成

疏
法
の
正
式
の
下
・続

個
別
事
案
毎
の
決
定

の
手
続

内
容
の
統
制

諸

々
の
手
続
段
階
の
相
関
的
作
用

4
.
少

数
者

の
保
護

5
.
ス
イ

ス
に
お

け

る
基

本
権

の
、

の

連

邦
国
家

の
統

合

の

経

済
制
度

の
保
障

第

.

.章

基
本

権

の
実

現

1

.
基

本

権
を

具
体

化
す

る
必

要
性

そ
の
他
の
特
殊
な
機
能

本

誌

一
ヒ

○
号
)

.,

以
i
、

ヒ 本

1,
'ゴ

ロ

}肚IuL'・

 

(
以

L

、

本

誌

↓
ヒ

.

.号

)

IVmJ
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H
.
基
本

権

の
部

分
的

内
容

1

.
基

本
権

の
、

直

接
的
講

求

の
根

拠
と

な

る
内

容

2

.
プ

ロ
グ

ラ

ム

6
層

(p
ro
g
ra
m
m
a
tis
ch
e
S
ch
ic
h
t
)

3

.
単

純

な
法
適

川

の
際

の
基
本

権

の
側

面
防
護

的

(fla
n
k
ie
r・en
d
)

作

川

皿
.
様

々
な
基

本
権

内
容

の
国
家
機

関

へ
の
配
分

(Z
u
o
rd
n
u
n
g
)

1
.
課

題

ー

適
切
な
機
関

の
決
定

2
.
立

法

者

3
.
執

政

(R
e
g
ier
u
n
gq
)
と

行
政

(V
e
rw
a
lt
u
n
g
)

4
.
判

例

付
説

.
権
限

あ

る
国
家

機
関

の
決

定

に
か

ん
す

る
嘱
例

と
し

て

の

ス
イ

ス
基

本
権

判
例

の
歴

史

W
.
基

本

権

に
も
と

つ
く

給
付

請
求

権

(L
eis
tu
n
g
sa
n
s
p
r
u
ch
)
ー

社
会

的
基

本
権

1
.
問

題

2
.
連
邦

裁
判

所

の
判

例

3
.
連
邦

裁
判

所
判

例

の
分

析

　e)d)c)b)a

 

4
.
司
法

審
査

適
合

性

V
.
C
=憲

解

釈

(ve
r
fa
ss
u
n
gq
s
k
o
n
fo
rm
e
A
u
s
le
gq
u
n
gq
)

1
.
原

則

2
.
連

邦

裁
判

所

の
憲
法

裁
判

権

に
お

け
る
意
義

田

邦
法

令

に
対
す

る
抽

象
的

規
範
統

制

励

邦

の
個
別

的
行

為

に
対
す

る
審
査

警
察

の
保
護
義
務

公
的
根
拠

の
援
川

給
付

の
性
格
を
も

っ
た
手
続
的
保
障

平
等
処
遇

の
命
令
に
淵
源
す
る
給
付
請
求
権

拘
留
法

(H
a
ftr
ec
h
t)
に
お
け
る
給
付

〔判
定
〕
の
決
定
的
基
準

(
以

ヒ

、

本

誌

一
L

.

..号

)

(以
ヒ

、
本

誌

一
七

四
号

)

..
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..

.
八

(
PD0ワ
8
)

の

連
邦

法
律

の
合

憲
解

釈

(以
ヒ
、

本

誌

一
L
瓦

目ヴ
)

付
説

.
適
川

肇
案

に
お

け

る
連
邦

参
肇

会
命

令

の
審

査

3
.
憲
法

に
適

合
す

る
裁

量
権

行
使

(E
t・m
e
ss
en
sa
u
su
b
u
n
g
)

W
.
基

本
権

の
第

...者

効
力

1
.
問

題

2
.
第

...者
効

力
説

の
論

拠

3
.
基
本

権

の
第

...者

効

力

の
原
則

的
承

認

の

学
説

と
憲

法

(D
o
k
tr・in
a
n
d
V
er・fa
ss
u
n
g
s
re
ch
t)

m

連
邦
裁

判
所

の
判

例

4
.
私
法

に
お

け
る
基

本

権

の
適
川

状
況

(A
n
w
en
d
u
n
gq
s
m
o
d
a
lita
t
)

旬

直

接
的

第

...者
効

力

か
間

接
的
第

...者

効

力
か

(d
ir
e
k
te
o
d
e
s
in
d
ire
k
te
D
r
ittw
ir
k
u
n
g
)
?

m

区
別

す

べ
き
必
要

性

の

第
一..者

効
力

理
論

と
基

本

権

の
部

分

的
内

容

(以
卜

、
本

誌

一
L
六
号

)

第

...章

基
本

権

の
妥
当

領
域

に

つ
い

て

ー
.
妥

当
領
域

の
決

定

1
.
方
法
論

的
注

記

2
.
人
的
妥

当
領

域

の
確
定

-

各
論

(以
ヒ

、
本

誌

.
し
し
号

)

H
.
基
本

権
制

約

の
問
題

と

の
関
連

第

四
章

基
本

権

の
制
約

1
.
法

律
L

の
根
拠

1
.
法
律

と
基
本

権

の
間

の
同

一
化
傾

向

(区
8

<o
"・σq
en
z
)
と

y
z　'
(K
o
n
f
lik
t)

2

.
基

本
権

制
約

の
た

め

の
前

提
と

し

て
の
法
律

ω

基

本
権

制
約

の
際

の
法

律

の
位
置

付

け

(S
tn
lln
n
w
er
t
)

(以
ヒ

、
本

誌

.
ヒ

八
号

)

励

法
律

L

の
根

拠

の
要
請

の

個

別
事
例

87

　

i



㎞

特
別

の
法

律
関

係

励

警
察

的

4
般
条

項

付
説

,
慣

習

法

の

法
律

L

の
根
拠

の
要

求

に
か
ん

す

る
連
邦

裁
判

所

の

そ
の
他

の
国

法
裁
判

の
基

本

権
関
係

(G
ru
n
d
re
ch
tsb
e
z
u
g
e
)

翻

代
表

の

:
則

(D
e
legq
a
tio
n
s
g
i・u
n
d
s
a
tze
)

圃

連
邦
憲

法

第

四
条

の
分
野

に
お

け

る
合
法

性

の
原
理

(
以
肚
、

本

誌

.
ヒ
九

"、ノ
)

の

評

㎡曲

C

.闘

f

3
.
基

本
権

保
障

の
た
め

の
法

律

の
機

能

へ
の
期

待

d)c)h)a)

法

律

へ
の
伝

統
的

な
期
待

平

等

に
処
遇

す

る

(g
le
ich
b
eh
a
n
d
e
ln
d
)

?
律

6
白

山
保

障
機

能

の
損
傷

(<
霞
ξ
。゚
e)

個

別
肇

例
毎

の
配
義

(E
in
z
e
lfa
llg
e
re
ch
t
igq
k
e
it)

に
か

ん
す

る
法
律

的
規

律

の
不
可

能
性

決

定

の
正
確

さ

の
た
め

の
最
善

の
保
障

を
と

も

な

っ
た
手
続

n
.
公
共

の
利

益
と

比
例

原
則

1
.
基

本
問

題

目
利
益

衡
疑

2
.
利

益
衡

縫

の
方
法

(
以
ヒ
、

本

誌

.
八

〇
号

)

3
,
公

共

の
利
益

の
決

定

の

社

会

の
変
化

を
背

景
と

し
た
連

邦
裁

判
所

判

例

の
展
開

励

公

共

の
利
益

を
決

定
す

る
予
続

と
基

準

の

「公

共

の
利
益

J

(≪
o
ffe
n
tlich
es
In
ter
es
se
>%)
概
念

の
不

卜
分

さ

ω

妥

当

す
る
侵

害
利

益

(d
a
s
g
e
lte
n
d
g
e
m
a
ch
te
n
E
in
g
riffs
in
ter
es
se
)

5
　̀

6
審

査(以

」
、

本

誌

.
八

.
号

)

4
.
比

例
原

川

の

客

襯
的

内
容

(oQ
a
c
h
lich
er
G
e
h
9。
5

ω

行

政
法

に
お

け

る
比
例
原

則

の
部

分
内
容

の

基

本
権

侵
害

の
審

査

の
際

の
比

例
.原
則

「X

:・
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繍

麟

購
雛

麟

鍛

禰

係
性

(B
etroffen
he凶け)

酌

人
的
関
係
の
顧
慮

ω

そ
れ
白
体
は
合
憲
的
な
規
範
の
適
用
の
際

の
比
例
原
則
の
審
査

姻

比
例
原
則
と
贅

の

特

別

の
基

E
　法

(b
e
so
n
d
er
es
G
r
u
n
d
re
ch
t)

と
し

て

の
比

例
原

則

?

圃

連
邦
椅

所
の
判
例

ぬ

基
本

権

の
時

宜

"
=

っ
;;

(p
u
n
k
tu
ell)
性

格

か

ら
出

る
疑

念

酬

一
般
的

比
例

原
則

に
よ

る
恣
意

禁
止

の
限
界
付

け

の

付

説
.
人

格
的

白
山

と

の
関
係

-
;　

m
.
核
心
的
内
容

1
.
核
心
的
内
容
の
保
障
の
機
能

の

歴
史
的
硯
点

ω

疏
法
の
制
約

の

判
決
の
制
約

2
,
核
心
的
内
容
の
確
定

の

判
決

の
展
開
指
針

ゆ

核
心
的
内
容
の
確
定

に
つ
い
て
の
方
法

の

核
心
的
内
容
の
確
定

に
対
す
る
国
際
法
の
影
響

ラ

ボひ

　

d

唾

伊

3
.
核
心
的
内
容
の
保
障
と
い
う
開
か
れ
た
問
題

第
κ
章

基
本
権

の
競
合

1
.
序

論

n
.
競
合
問
題
解
決
の
不
可
避
性

1
.
基
本
権
の
多
様
な
機
能

四

〇

(
【'
02

)

(以
L

、
本

誌
本

号

)

一85一



2
.
基
本
権
の
多
様
な
制
約
可
能
性

3
,
時
効
の
適
川
を
受
け
ず
か

つ
.不
可
譲

の
基
本
権

皿
.
課
題

11
紛
争

の
中
に
具
体
的

に
存
在
し
て
い
る
諸
利
益

の
分
析
と
評
価

1
.
具
体
的
な
紛
争
局
面
の
関
連
性

(
R
e
lev
a
n
z
)

2
.
す

べ
て
の
関
連
あ
る
基
本
権
内
容

へ
の
顧
慮

W
.
と
く
に
連
邦
憲
法
第
四
条
の

・
他

の
基
本
権
と
の
関
係
に
つ
い
て

第
六
章

人
権
の
国
際
法
的
保
障
と
そ
の
連
邦
憲
法
L

の
基
本
権
と
の
関
係

1
.
国
際
法

に
お
け
る
人
権

1
.
国
際
的
次
元
で
の
人
権
の
法
典
化

2
.
国
際
法
的
人
権
保
障
の
固
有
性

H
.
ス
イ

ス
に
お
け
る
国
際
法
的
人
権
保
障

の
妥
当
性

1
.
判
決
に
か
ん
し
て

2
.
航
法

に
か
ん
し
て

3
.
外
交
政
策

に
お
い
て

m
.
連
邦
憲
法
の
基
本
権
と
欧
州
人
権
保
護
条
約

(
E
M
R
K
)
G
間
の
関
係

1
.
欧
州
人
権
保
護
条
約

の
憲
法
水
準

2
.
欧
州
人
権
保
護
条
約

の
保
障
と
連
邦
憲
法

の
基
本
権
と
の

一
致
?

3
.
連
邦
憲
法
と
欧
州
人
権
保
護
条
約
が
同
時

に
援
用
さ
れ
た
場
合
に
連
邦
裁
判
所
の
執
る

べ
き
措
澱

寸

菜

f

£

事
項
索
引

fb

.,
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四

.

.

(
90ウ
d
)

4
.
比
例

原

則

　

　

　

　　

{:G

(
S
a
c
h
lic
h
e
r
G
e
h
a
lt)

何

を
も

っ
て

"比

例
的

"

(v
e
t・h
a
ltn
is
m
a
s
s
ig
)

と

い
う

べ
き

で
あ

る

か
?

こ

の
概

念

の
文
法

的
解

釈

が
、

す

で

に
問
題

を
核

心

へ

導

い
て

い
る
。

す
な

わ
ち

、
基

本
権

侵

害

は
、
比

例
性

(V
e
r
h
a
ltn
is
)

に
適

合
さ

せ
、

実
際

ヒ

の

=̀
与

(G
e
g
e
b
e
n
h
e
it
)

に
合

わ
せ

て

客

観
的

に
正
当

な

も

G

(s
a
c
h
g
e
r
e
c
h
t
)

へ
と

正
す

べ
き

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、
比

例
原

則

は
、

実
際

に
正

当

N

(
w
ii°k
lic
h
k
e
it
sg
e
-

r・e
c
h
t
)
、
状

況

と
関

連

さ

せ
た
考

察

方
法

で
あ

る
。
或

る
規
則

(
R
e
g
e
lu
n
g
)
が

比
例

原
則

に
反

し

た

こ
と

に
な

る

の

は
、

そ
れ
が
、

卜

分

に
規
範

化

さ
せ

て
い
る
比
例

性

を
あ

ま
り

に
少

な
く

し
か
念

頭

に
置

い
て

い
な

い
、

も
し

く
は
念

頭

に
置

い

て

い
な

い

か
、

あ
ま
り

に
図

式

的
な
解

決

に
よ

っ
て
事

実

関
係

を
秩
序

づ
け

て
い
る

か
、
規

則

を
必

要
と

し

て

い
な

い
か
、

あ

る

い
は
逆

に
規
則

を
排

除

し

て
い
る
か
、

理
解

さ

れ

て
い
る

よ
う

に
規
則

を

必
要

な
も

の
と

し

N

い
K
a
C
r
e
g
e
lu
n
g
s
b
e
d
u
i・ft
ig
)
か
、

の
場
合

で
あ

る
。

一83一

 

切

行
政
法
に
お
け
る
比
例
原
則
の
部
分
内
容

一
般

的

行

政

法

〔
行

政

法

総

則

〕

は

、

比

例

原

則

を

、

様

々

な

個

々

の

観

点

の
中

"
細

分

化

(a
u
s
d
if
fe
】°e
n
z
ie
r-e
n
)

し

て

い

る
。

適

正
r

(E
ig
n
u
n
g
)

:;
概

(
V
la
ss
n
a
h
m
e
)

は
、
追

及

さ

れ
た
成

果

を

一
般
的

に
達

成
す

る

こ
と

に
資

す

る
も

の
で
な
け
れ

ば

な

ら
ず
、

ま

た

そ
れ

は
、

目
指

さ

れ
た

日
的

に
達

し

な

い

こ
と

が

あ

っ
て
は
な

ら
な

い

(
U
的

適

合
性

(Z
w
e
c
k
t
a
u
g
lic
h
k
e
it)

お
よ

び

13.3



日

的

一
致

r

(Z
ie
lk
o
n
fo
i・m

ita
巳

)°

必
要
性

(不

可

避
性

)

(肉
さ

ミ

ミ
N』客

譜
蹄

〔≧

リミ

一§

ミ
讐

簿

〕
)

適

切

な
措

置

で
あ

っ
て
も
、

「
目
的

達
成

の
た

め

に
同
等

に
適

切

で
よ

り
制

限
的

で
な

い
規
制

(A
n
o
r
d
n
u
n
g
)

が
存

在
す

る
」

場
合

に
は
、

許
容

さ

れ

な

い
。

つ
ま

り
換

言
す

れ
ば
、

侵

害

は
、

事

物

的

、
空

間

的
、

時

間
的

か

つ
人

的

な

(s
a
ch
lic
h
,
i°a
u
m
lic
h
,
ze
it
lich

a
n
d
p
e
i°s
o
n
e
ll)

観

点

に
お

い
て
、

必
須

で
あ

る
範

囲
以

上

に

広
範

に
な
さ

れ

て
は
な

ら
な

い

の
で
あ

る
。

つ
ま
り

、
再

言

す
る

な
ら
、

比
例

原
則

は
、

個

別
化

し

・
具

体
的

状
況

に
適
し

た
考

察
方

法

を

要
求

す

る
、

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

狭

義

の
比

例
原

則

(
V
e
r
h
a
ltn
is
m
a
s
s
ig
h
e
it
i.
e
.
S
.)

適

切

か

つ
不
可

避
的

な

措
置

で
も

、

そ
れ

と
結

合
し

た
侵

害

が
、

達

成

し

よ

う
と

す

る
目
的

の
も

つ
意
義

(
重

要
性

°

B
e
d
e
u
tu
n
g
)

と

の
比
較

に
お

い

て
不
適

切

に
厳

格

で
あ

る
場

ム
ロ
、

つ
ま

り

そ

れ
ゆ

え

、

何

ら

の
合
理
的

な

口
的

11
千

'̀:
関
係

(Z
w
e
c
k
-M
itt
e
l-R
e
la
t
io
n
)
も
存

在
し

な

い
場
合

に
は
、
比

例
原

則

に
反
す

る

こ
と

に
な

る
。

一82一

 

の

基
本
権
侵
害
の
審
査
の
際
の
比
例
原
則

謝

出
発

点

11
基
本

権

の
保
護

領
域

の
関

係
　

(B
e
t
r
o
f
fe
n
h
e
it
)

比
例

原

則

の
特
殊

に
憲
法

的

な
審

査

(
v
e
rf
a
ss
u
n
g
s
r
e
ch
tlic
h
e
P
ru
f
u
n
g
)

S
出

発

点

は
、

基
本

権

の
保

護

領
域

に
お

け

る
侵

害

の

確
定

で
あ

る
。

問
題

と

な
る

の
は
、

具
体

的

な
基

本

権
侵
害

が

比
例
原

則

に
適
合

し

て

い
る

こ
と

が
判

明
す

る
か

否
か

で
あ

る
。

こ
れ

と
は
逆

に
、
行

政
法
的

な
考
察

方
法

に
よ
る
場
合

に
は
、
比
例
原

則

の
問
題

は
、

い
ず
れ

の
事
案

に
も
存

在

し

て
い
る

こ
と

に
な

る
。

ヨ
ル
ク

・
パ
ウ
ル

.
ミ

ュ
ラ
i

『
ス
イ

ス
基
本
権
原
論
』

(
ゴ
↓.)

四
1',

(
°
)



四
四

(
192
)

つ
ま

り
、

出

発
点

は

、
基

本
的

命
令

(A
n
o
r
d
n
u
n
g
)

で
あ

っ
て
、

そ

の
命
令

の
目
的

と
右

日

的

の
達
成

に
あ

て
が
わ

れ

て
い
る
手

段

を

評
価

す

る

(w
u
r
d
ig
e
n
)

こ
と

で
あ
る
。

そ

の
意

味

に
お

い
て
、
比

例
原
則

は
、

客
観

的

に
正
当

で
、

か

つ
適
切

な

(ω
9D
魯

σq
B
r
e
c
h
t
a
n
d

m
a
s
s
v
o
5

国
家

的
処
務

の
確

保

の
た
め

の
形
式

的

な

(f
o
r
m
a
l)
網

目

ス
ク
リ

ー

ン

(R
a
s
te
r
)

な

の
で
あ

る
。

行
政

法

的

考

察

と

基

本

権

的

考

察

の
対

照

は

、

邦

と

n

治

体

の

　
　
1
(B
ea
m
te
)

6
居

住

義

務

(R
e
s
id
e
n
z
p
flic
h
t)

S
=

に

引
証

さ

れ

う

る
。

す

な

わ

ち

、

行

政

法

的

に

は

、

国

家

共

同

体

((甲Φ
5H
e
iriw
e
s
e
n
)

の

・
国

家

財

政

=

6

(fisk
a
lis
c
h
)

_

;

、

そ

の

他

の
そ

れ

白

身

で
正

統

で

あ

る
〔
的

-

た
と
え
ば
、

市
民
と
行
政

の
間

の

;L
　
F
(V
e
r
b
u
n
d
e
n
h
eit)
ー

を
実

現
す
る
た
め

の
全

く
妥
当

で
不
可
欠

の
手
段
と
み
な
さ

れ

る

。こ
れ

と

は

逆

に
、

憲

法

的

に

は
、

比

例

原

則

の
問

題

は
、

居

住

の
自

由

が

影

響

を

受

け

る

と

い

う

限

り

で
有

意

味

な

(r
elev
a
n
t
)
も

の

で
あ

る

に
と

ど

ま

る

。

そ

れ

は

、

援

用

さ

れ

た
公

益

に
対

し

て

、

当

該

官

庁

の

す

る

・
保

障

さ

れ

た

個

人

的

な

生

活

形

成

(σq
a
r
a
n
t
ie
r
te
p
e
r
so
n
lic
h
e

L
eb
e
n
s
g
e
st
a
ltu
n
g
)

S
領

域

で
発

す

る
重

要

な

棍

=-

(s
ch
w
e
r
w
ie
g
e
n
d
e
O
es
ich
ts
p
u
n
k
t
)

に
対

置

さ

せ

る

も

の

で

あ

る
。
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ω

基
本
権
の
比
例
原
則
審
査
の
特
殊
性

b
1
.
比

例

原
則

の
分
野

で

の
行

政

法

に
お

い
て
要

求

さ

れ

る

・
措

置

の
適
性

(E
ig
n
u
n
g
)

は
、

憲

法

裁
判

権

に
お

い

て
、

恣

意
禁

止

(
W
illlzu
r
v
e
r
b
o
t)

6
`
問
題

と

し

て
審

査
さ

れ

る
。
す

な

わ
ち
、

不
適

当

な
侵
害
手

段

は
、

つ
ね

に
客

観
性

の
な

い
も

の

(
口
房
降D
。
三
言
7
)

で
あ
り

、
追

求

す

べ
き

口
的

と

い
う
観

点

か
ら

は
意

味

の
な

い

(s
in
n
lo
s
)
も

の

で
あ
り

、

そ

れ
ゆ

え

に
恣
意

と

な

る
。
比

例
原

則

は
、

い
　

決

し

て
煩

わ

し

J

(z
u

b
e
m

u
h
e
n
)

も

の

で

は

な

い
。



在

監

者

に
対

し

て
昼

間

に

は
独

.房

で
ベ

ッ
ド

を

折

り

た

た

む

こ
と

を

命

ず

る

こ
と

は

、

収

監

の

正
当

な

日

的

を

促

進

す

る

た

め

に
、

さ

ら

に

は
秩

序

あ

る

監

獄

業

務

(G
e
fa
n
g
n
is
b
e
tr
ie
b
)

の
維

持

を

促

進

す

る

だ

け

の

た

め

に

も

、

役

立

た

な

い

。

す

な

わ

ち

、

そ

れ

は

、

い

や

が

ら

せ

(s
ch
ik
a
n
o
s
)

に

す

ぎ

な

い
も

の

で
あ

っ
て
、

そ

れ

ゆ

え

に
恣

意

と

な

る

。

2

.
利

益
衡

量

の
際

の

・
ヒ
述

の
方

法

論
的

処

置

か

ら
す
れ

ば
、

基

本

権
侵

害

の
?
2要
性

(
E
rf
o
r
d
e
r
lic
h
h
e
it)

S
審

査

は
、

優
越

的

踊

公

益

が
存
在

し

て

い
る
か
否

か

を
問

う

こ
と

に
属

し

て

い
る
。
広

範

に
過

ぎ

る
基

本

権
侵

害

は
、

正
統

な
公

益

に
よ

っ
て
は
覆

い
え
な

い
の

で
あ

る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
薬

-　

(
H
e
ilm
itte
ll

S
販
売
は
、
追
求
さ
れ

て
い
る
衛
生

観
察

L

の
目
的
が
販
売
所

の
区
域
を
制
限

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

ー

ひ

ょ

っ
と
す
れ
ば
販
売
有
資

格
者

に
負
担
金

(A
u
fla
g
e
)
を
義
務
的

に
課

す
る

こ
と
に
よ

っ
て
ー

も
達
成

で
き
る
場

合

に
は
、

必
ず

し
も
完
全

に
は
禁
止

さ
れ
う
る
も
の

で
は
な

い
。
し

た
が

っ
て
、
取

引
お
よ
び
営
業

の
自

由

に
お
け
る

こ
う
し
た
侵
害
を
正
当
化
す

る
よ
う
な
公
益

は
、

決
し

て
存
在

し
な
い
の
で
あ

る
。

:1

 

3
.
基

本
権

侵
害

に
か
ん

し

て
、
比

例
原

則

の
タ

イ
ト

ル

の
ド

で
審

査

さ
れ

る

べ
き

こ
と

は
、
合

理
的

な
日

的

11
手

段
関

係

が
存

在

し

て

い

る
か
否

か
、

こ

の
場

合

い
い
か
え

れ
ば
、

優
越

的
公

益

に
よ

っ
て
正

当
化

さ

れ
た
侵

害

が
基
本

権

に
過
剰

に
厳

し

く
あ

た

っ
て
は

い
な

い

か
、

つ
ま

り
要
求

さ

れ
え

な

い
も

の

で
あ

る
か

.否
か

で
あ

る
。

そ

れ

で
、

極

端

に
手

痛

く

、

か

つ
被

疑
者

(A
n
g
es
c
h
u
ld
igq
t
e)

S

・
永

続

的

な
身

体
的

損
害

と
結

合

し

た
強

制

的

な

医

学

的

検

査

は
、

る
場

合

で

も
、

つ
ま

り

、

そ

れ

が

可
罰

性

の

証

明

の

た

め

に
絶

対

に
不

可

欠

で
あ

る

よ

う

に
思

わ
れ

る
場

合

で
も

、

許

容

さ

れ

な

い
。

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

・本
権

原

論

』

(
一
...)

四

κ

(蹴

)

い
か
な



四
六

(
392

)

政

治

的

選

挙

示

威

運

動

(p
o
litisc
h
e
W

a
h
lk
u
n
d
g
e
b
u
n
g
)

5
た

め

に

ラ

ウ

ン
ド

ス
ピ

ー
カ

ー
を

使

用

す

る

こ
と

の
禁

止

は

、

騒
音

公

害

か

ら

の
住

民

の
保

護

そ
れ

自

体

の
た

め

の
も

の
と

し

て
許

容

さ

れ

う

る
。

し

か

し

な

が

ら
、

と

り

わ

け

選

挙

の

"前

地

"

(
V
o
r
fe
ld
)

に

お

け

る

政

治

的

行

事

の
重

要

性

に
か

ん

が

み

る

な

ら

ば

、

右

の
制

限

は
、

住

民

に

は

一
定

の

公
害

の
受

忍

は

求

め

ら

れ

て
よ

い

の

で
あ

る

か

ら

、

比

例

原

則

に
反

し

た

も

の
と

思

わ

れ

る
。

も

う

一
度

強

調
し

て
お

く

べ
き

は
、

基
本

権

の
保
障

領
域

の
侵

害

に
際
し

て
比

例
原

則

の
す

べ
て
の
点

に

つ
い
て

の
審

査

が
不

可
欠

で
あ

る

こ
と

で
あ

る
。

必

要
性

の
審

査

を
公

益

の
分

野

に
お

い

て
提

.小
す

る

こ
と

の
メ

リ

`
ト

(
V
o
r
t
e
il)

に

つ
い
て
は
、

既

に
述

べ
た

と

こ

ゆ

う

で
あ

る
。

最
後

に
決

定
的

な
意

味

を
も

つ
の
は
、
財

産
権

保
護

は
、

一
般
的

に

一
個

の
な

い
し

は

そ

の
他

の
観
点

の
下

で

基

㎜

本

権

お
よ

び
係
争

の

(
in
F
r°a
g
e
s
te
h
e
n
d
)

事
実

関
係

を
評
価

し

て
包

括
的

に
遂
行

さ

れ
る
、

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

面

人
的
関
係
の
顧
慮

塞
本

的

な
比

例

原
則
審

査

の
分

野

で
は
、

る

べ
き

で
あ
る
。

"　
　̂

S

(b
e
tr
o
ffe
n
)
基

本
権

が

保

障
さ

れ

て
い
る
人

的
関

係

が
、

と
り

わ

け

て
顧
慮

さ
れ

一79一

つ
ま

り
、

そ

れ

は
、

前

述

し

た
官

吏

の
居

住

義

務

の
遂

行

の
際

に

は
具

体

的

な

?活
　

x

(L
e
b
e
n
s
u
m
s
ta
n
d
e
)
1

た

と

え

ば

、

妻

と
夫

を

別

の
自

治

体

で

勤

務

さ

せ

る

際

の
家

族

の
絆

(fa
m

ilia
r
e
B
in
d
u
n
gq
)

〔を

ど

う

す

る

か

〕

と

い

っ
た

問

題

1

が

顧

慮

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

ぽ

 い
こ
と
な
ど
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。



基

本
権

侵
害

の
比
例
性

の
必
要

は
、

行
政
法

に
お

け
る

日
的

11
手
段

関
係

の
審
査

と
は
異

な

っ
た
手

続

を
要

求
す

る
。

人
が
基
本

権

の
核

心

に
近

付

け

ば
近

付

く

ほ
ど

、

そ
れ

だ

け

、

類

型

化

(T
y
p
is
ie
i°u
n
g
)

が

ま

す

ま
す

許

容

さ

れ

な

い
も

の
と

な

り
、

ま
た

、

個

別

化

(In
d
iv
id
u
a
lis
ie
i・u
n
g
)

が
ま

す
ま

す
要
求

さ

れ

る

こ
と

に
な

る
。

判

例

は

、

原

則

的

に

、

個

人

に
、

そ
れ

白

体

は

許

容

さ

れ
た

地

域

規

則

(
Z
o
n
en
o
i・d
n
u
n
g
)

に
対

し

て

こ

の
個

人

に

か

か

わ

る
侵

害

の
比

例

原

則

違

反

を

主

張

す

る

こ

と

を
、

禁

じ

て

い
る
。

し

か

し

、

全

く
特

別

な

個

人

的

(p
e
r
so
n
lic
h
)

　

　

B

e
tr
o
ffe
n
h
e
it
)

が

呈

.小
さ

れ

る
場

合

に

は

、

個

人

(E
in
z
e
ln
)

は
、

実

体

的

な

(m
a
te
s°ielll

収

川
を

援

川

す

る

こ
と

が

で
き

、

ま

た

そ

の

人

の
特

別

の
犠

牲

に
対

す

る
補

償

を

求

め

る

こ
と

が

で
き

る
。

そ

れ

ゆ

え

に
、

こ

の
判

決

は
、

結

果

"
お

い

N
'

要

求

さ

れ

.;;
個

-G
化

(In
d
iv
id
u
a
lisie
i°u
n
g
)

を

考

慮

に
人

れ

て
も

い
る

の

で
あ

る

。
ω

そ
れ
自
体
は
合
憲
的
な
規
範
の
適
川
の
際
の
比
例
原
則
の
審
査

3i1

-78

学

説

に
お

い

て
は
、

次

の
見

解

が
代

表
的

で
あ

る

立

法
者

の
定

め

る

・
明
確

で
十

分

に
洗

練

さ

れ
た

規

定

は
、

法

律
適

合

的

な

(g
e
s
e
tz
e
s
tr
e
u
)
法

適

川

に
お
け

る
比
例

原

則
を

排
斥

す

る
。

こ
の
よ

う
な

見
解

の
法
的

核

心
は
、

抽

象
的

規

定

の
レ
ベ

ル

(S
tu
f
e
)

で

見
通

さ
れ

、
か

つ
綿

密
な

財
産

権
擁
護

が

、
法
適

用

の
合
憲

的

な
結

果
を

保
障

す
る

こ
と

に
、

い
ず

れ

に
せ
よ
資

し

て

い
る
の
だ
、

と

い
う

め

 と

こ
ろ

に
あ

る
。

ま

さ

に
基

本

権

の
内

容

か

ら
白

己

の
r
殊

S

(s
p
ez
ifis
c
h
)
意

味

を
受

け
取

っ
て

い
る

・
全

く
　

別

S

(b
e
s
o
n
d
e
r
)

関
係

の
観

点

か

ら
、

な

お
も
極

め

て
詳

細

N

(
d
if
fe
r-e
n
z
ie
r・t
)
・
ま

た

そ
れ
n

体

に
は
異
議

を

唱

え
ら

れ

て
は

い
な

い
規

則
が
、

具

体
的

に
、
違

憲

の
も

の
で
あ
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

る

の
で
あ

る
。
憲

法
裁

判
官

に

つ
い
て
は
、
詳

細

な
諸
法

律

の
適

川

に
あ
た

っ
て
も
問

題

と

な

る

の
は
、

た

だ
、

基

本
権

関

係
的

な

観
察

方
法

の
み

で
あ

る
。

つ
ま
り
、

合

法

性
原

理

(
L
e
g
a
lita
ts
p
i　in
z
ip
)

は
、

そ
れ

に
介

人
す

ヨ

ル

ク

.
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ

ラ

ー

『
ス

イ

ス

基

本

権

原

論

』

(
一
.
.
.)

四

L

(
49　
,
)



四

八

(
一〇92

)

べ
き

で

は
な

い
の

で
あ
る
。

連
邦

裁
判

所
は
、
何
か
、
個
別

の
事
案

に
お

け
る

・
公
共
的
根
拠

に
も
と
つ
く
集
会

の
た
め

の
許
可
を
義
務
付
け
る

こ
と
が
原

則
的

に
合
憲

で
あ

る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
許

可
を
得
ず

に
行
な
わ

れ
た
自

然
発
生
的
な

デ

モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ

m
ン

(S
p
o
n
t
a
n
d
e
m
o
n
s
t
ra
tio
n
)

は
憲
法
k

の
保
護

の

を
必
要
と
す
る
旨
、
示
唆
し
た

こ
と
が
あ

っ
た
。
同

じ
く

い
え
ぱ
、

連
邦
裁
判
所
は
、
刑
務
所
内

で
集
団
的
請
願

の
た

め
の
署
名

を
秘
密
裡

に
集
め

る

こ
と

の
禁
止
を
肯
認

し

て
い
る

に
も
か
か

わ
ら
ず
、
例
外
的
場
合

に
お

い
て
は

つ
ま
り
、
請
願

〔書
〕
を
転

送
す
る

こ
と
を
監
獄
官
庁
が

ぴ

拒
絶
し
た
場
合

な
ど

、
秘
密

の
行
動

も
例
外
的

に
'_
'　T
と
さ
れ
う
る

こ
と
を
認
め

て
い
る
。

法
適
川

に
あ
た

っ
て
合
法
性
原
理

に
原
則
的

に
比
例

原
則

に
対
す
る
優
越
を
与
え

る
こ
と
を
認

め
る
学
説

は
、

具
体

的
な
適
用
事
例

に
お
い
て
比

例
原
則
違
反
を
理
由
と
す

る
法
窺

定

の
取
消

の
可
能
性

が
存
在
し

て
い
る
場
合

の
み
、
懸
念

を
示
し
て

い
な

い
よ
う

に
思
わ
葛

。

し
か
し
、
連

㎜

邦
裁
判
所

は
、
適

用

の
局
面

で
規

範

の
比
例
性
を
審
査

す
る

こ
と
、

ま
た
、
違
憲

の
結

果

に
対
す
る
問
責

(R
iig
e
)
だ

け
を
許

容
す

る
こ
と
を
、

G

拒

否

し

て

い
み

。

合

法

性

と
基

本

権

に

も

と

つ

い

て
提

起

さ

れ

た

比

例

原

則

の
実

現

と

の
間

の
　　"r
tL

(
K
o
n
flik
t
)

は

、

そ
れ

ゆ

え

、

綿

密

に
校

訂

-w
れ

た

(re
d
ig
ie
i・e
n
)

法

律

に
よ

っ
て
も

、

確

定

的

に
は

解

決

さ

れ

な

い
も

の

で
あ

る
。

一77一

 

㊥

比
例
原
則
と
裁
量

権
利

問
題

(R
e
ch
ts
f
i°a
g
e
)

に
か
ん

す

る
行
政

裁
量

の
行
政

裁

判
所

に
よ
る
審

査

は
制

約
を

受

け
る

が
、

だ

か

ら
と

て
、
憲

法
裁

判
官

も

裁
量

領

域

(
E
i°m
e
s
s
e
n
s
b
e
r
e
ic
h
)

に
お

け
る
基

本

権

侵
害

の
比

例
性

の
審
査

を
原

則

的

に
否
定

さ

れ

る

な
ど

と
推

論

さ

れ

て
は
な

ら

な

い
。

基

本
権

の
具
体

化

の
領

域

(R
a
h
m
e
n
)

に
お

け
る
比

例

原

則

の
審
査

は
、

一
個

の
特

殊

な

(ω
づ
①
N
5

ω
号

)
機

能

を
充

足

さ
せ

る



も

の

で

あ

る

。

基

本

権

は

、

法

適

川

者

に

と

っ
て

は

、

ま

さ

に
、

裁

量

領

域

に

お

い

て

も

、

指

導

的

(
w
e
g
le
it
e
n
d
)

な

も

の

で

あ

り

、

ま

た

義

務

的

(
v
e
r
p
flic
h
t
e
n
d
)

な

も

の

な

の

で

あ

る

。

裁

量

統

制

の
排

除

は

、

決

し

て
、

借

置

(
ζ

霧

ω
轟

7
ヨ

①
)

の
基

本

権

適

合

性

の

審

査

の
禁

止

を

導

く

も

の

で

は

な

い
。

行

政

裁

判

官

が

権

利

の
統

制

(
R
e
c
h
ts
k
o
n
t
r
o
lle
)

を

制

約

さ

れ

て

い

る

場

合

に

も

、

憲

法

裁

判

官

に

と

っ

て
、

い
ず

れ

に

せ

よ
、

裁

量

の

基

本

権

適

合

的

な

行

使

(g
r
u
n
d
r
e
e
h
ts
k
o
n
f
o
r
m

e
A

u
s
u
b
u
n
g

v
o
n
E
r
m

es
s
e
n
)

6

審

査

は

、

そ

の

白

由

に
任

さ

れ

て

い

る

(
o
f
fe
n
s
te
h
e
n
)

の

で

あ

る

。

公
益
を
理
山
と

し
て
、
集
会

の
許
可
義

務
に

つ
い
て
の
裁
量
権
行
使

に
対
す
る
審
査

〔
の
問

題
〕
が
、
そ

の

一
例

で
あ
る
。

そ
の
場
合
、
或

る
.小

唆

に
富
む

(r
e
ir
h
)
判
例
が
記
し

て
い
る
よ
う
に
、
許
可
官
庁

は
通
例
、

よ
り
広
範
な
裁
量

の
行
為
領
域
を
有
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ

に

つ

い
て
は
、
連
邦
裁
判
所
が
、
そ
れ
が
憲

法
適
合
的

に
行
使
さ
れ
た
か
否
か
を
白
山

に
審
査
す
る

こ
と
が

で
き
る
の

で
あ
る
。

ω

特

別

S

基

本

権

(
b
e
s
o
n
d
e
r
e
s
G
i°u
n
d
r
e
c
h
t
)

と

し

て

の

比

例

原

則

?

_7h一

 

謝

連
邦
裁
判
所
の
判
例

連

邦
裁

判

所

は
、

こ
れ
ま

で
、

比
例

性

の
原

理

(
V
e
r
h
a
ltn
is
m
a
s
s
ig
k
e
it
s
p
r
in
z
ip
)

が
独
立

の
基

本
権

と

み
な
さ

れ

る

べ
き

か
否

か

の

問

題

に

つ

い

て

、

明

.小
的

に

態

度

を

決

あ

た

こ

と

は

な

か

っ
た

。

し

か

し

、

近

年

の
判

決

に

み

ら

れ

る

若

F

の

定

式

化

㎜

(F
o
r
m
lie
r
u
n
g
)

は
、

裁

判
所

は
比

例
性

の
原

則

に
基
本

権

6
質

(
G
ru
n
d
re
c
h
t
s
q
u
a
lita
t
)

を
認

め

て

い
る

の
だ

、

と

い
う
印

象

を

与

え
る
も

の
で
あ

っ
た
。

ヨ

ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

・・
ユ

ラ

i

『
ス

イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
一
..
.
)

四

九

(
69ウ
d
)



症

○

(
【'9ワ
'
)

つ
ま
り

、

連

邦

裁

判

所

は

、

在
監

者

が

弁

#

-<

(
V
e
r
te
id
ig
e
i,)

と
接

見

す

る

こ
と

(
区
o
コ
鼠

ζ

)
を

求

め

る

権

利

の
制

限

に

つ
い

て
、

こ
れ

を

、

人

格

的

　

=

(P
ei°s
o
n
lic
le
F
i-eih
eit
)

や

欧

州

人

権

保

護

条

約

(国
ζ

力
区
)

と

い

っ
た

も

の

と

何

ら

か

の

関
連

を

つ
け

て

つ
く

り

出

す

こ

と

な

く
、

一
般

的

な
比

例

性

の
原

理

の
視

殉

か

ら

審

査

し

た

の

で

あ

る
。

独

自

の
憲

法

ヒ

の
権

利

と

し

て
比

例

性

の
原

理

が
採

用

さ

れ

て

い

る

こ
と

は
、

浜

辺

道

路

計

画

(
GQ
コ
,p。
コ
α
≦
Φσq
-P
r
o
je
k
t)

が

憲

法

に
適

合

し

て

い

る

か

ど

う

か

と

い
う

問

題

に
対

す

る
連

邦

裁

判

所

判

決

を

み

て
も

、

わ

か

る

こ
と

で
あ

る
。

〔連

邦

〕

裁

判

所

は

、

財

産

権

保

障

(E
ig
e
n
tu
m
s
-

g
a
ra
n
t
ie
)

が
事

案

の
解

決

の

た

め

に

問

題

に
な

ら

な

い

(a
u
s
s
ch
e
id
e
n
)

も

の

で

あ

っ
て
、

か

つ
憲

法

L

の
基

準

(
ζ
9。
°。
ω鼠

げ
)

と

し

て

は

恣

意

禁

止

だ

け

が
論

じ

ら

れ

う

る

よ

う
な

基

本

権

侵

害

の
事

案

に

か

ん
し

て
も

、

相

圧

に
対

壷

し

合

う

諸

利

益

を

衡

量

し

N

い
る

(a
b
w
a
g
e
n
)
°

次

に
、
比

例
性

の
原

理
を

独
疏

し
た
基

本
権

と

み

な
す

こ
と
が

適
切

で
あ

る
か

ど
う

か
が

、
検

討
さ

れ

る
。

75

 

㈲

基
本

権

の
時

宜

"
叶

っ
た

(p
u
n
k
tu
e
ll)
性

格

か
ら
出

る
疑

念

行

政

の
裁
量

判
断

に

つ
い
て

の
行

政
裁

判
所

に
よ

る
事

後
審

査

の
禁

止

は
、

憲
法

裁
判

官

に

は
、

個

別
事
案

に
お
け

る
裁
量

権
行
使

の
基

本
権

適

合
性

を
統

制

す

る
義
務

を
免

除

す

る
も

の

で
は

な

い

こ

の
こ
と

は
先

に
述

べ
た

と

こ

ろ

で
あ

る
。

し

か
し

な
が

ら
、

こ
の

こ

と

は
、

基
本

権

が
行

政
裁

量

の
意
味

に
即

し

て
時

宜

に
叶

っ
た
形

で
理

解
さ

れ
、

ま

た
、

そ

の
普

遍
的

で
な

い
原
理

ー

た
と

え

ば
、

あ

ら

ゆ

る
人

に
対

し

て
支

配

的

"
波

及
し

(u
b
e
r
g
r
e
ife
n
d
)
か

つ
画

一
的

で
あ

る
よ

う
な
比

例

性

の
原

理

が
適
例

で
あ
る

ー

に
組

み
込

ま

れ

て

い

る

限

り

は

、

行

政

裁

量

の

完

全

な

「
法

化

J

(
≪
V
e
r
r
e
c
h
tlich
u
n
gq
・
)

を

導

く

も

の

で

は

な

い

の

で

あ

る

。



面

一
般
的
比
例
原
則
に
よ
る
恣
意
禁
止
の
限
界
付
け

比
例

原
則

の
準

則

は
、

何
よ

り
も

、

一
般
的

行
政
法

〔
行
政
法

総

論
〕

の
原

則

の

一
つ
で
あ

り

つ
づ
け

て
お

り
、

ま

た
、

そ
う

し

た
も

の

　

と

し

て
、
憲

法
L

の
位

置

を
有

す

る
も

の

で
は
な

い
。

い

「
受

け

容

れ

基

E

権

J

(
≪
A
u
f
fa
n
g
g
i・u
n
d
i・e
c
h
t
>-)

と

し

て

の

恣

意

禁

止

は

、

し

か

し

な

が

ら

、

い
わ

ば

、

基

本

権

保

障

に

お

け

る

行

圃

コ
ぬ

ゴ

政

法
.L
;
S

1
定

の
原
理

の
中

に
入
り

込

ん

で
い
る
。

し
た

が

っ
て
、

完
全

に
不

適
当

で
あ
る
か

、
あ

る

い
は
全

く
不

必
要

な
措

置

は
、

ま
さ

に
客

観

性

を
欠

い
た

も

の

(u
n
s
a
c
h
lic
h
)

で
あ
り
、

ま
た

そ
れ

ゆ

え

に
、

憲
法

的
意

味

に
お

い

て
も

恣
意

的

な

の

で
あ

る
。

そ

れ

ゆ
え
、

連

邦
憲

法
第

四
条

か

ら
権

原
を

得

て

い
る
憲
法

裁
判
官

は
、

そ

の
第

四
条

関
係

の
よ
う

な
ケ

ー

ス
で
は
、
他

の

い
か

な

る
基
本

権

も
侵

害
さ

　

れ

て
は

い
な

い
場

合

で
も

、
断

固

と
し

て
審
査

"
‾<
る

(e
in
s
c
h
i°e
ite
n
)

6
で
あ

る
。

合
理

的

な
目

的

11
手
段

11
関
係

(
Z
w
e
c
k
-ζ

it
te
l-R
e
la
tio
n
)

S
要
求

も

、
粗

野

で

(σq
i・o
b
)

ま

っ
た
く

寛
容

さ

の
な

い
比
例

性

欠
如

(M

iss
v
e
r
h
a
lt
n
is
)

が
存

在

し

て

い
る
限

り

で
、
憲

法
裁

判
官

に
よ

り
、

恣
意

禁

止

の
観
点

か

ら
審
査

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

他
方

、

基
本

権

侵

害

の
事

案

に
お
け

る

比
例

性

原

則

の
審

査

の
際

に
、

憲

法

裁
判

所

が

審
査

し

う

る
よ

う

な
、

適
格

な

'<
均

衡

(q
u
a
lif
iz
ie
i°te
D
is
-

p
r
o
p
o
r
t
io
n
a
lit
a
t)

が

要
求

さ

れ

る
。

必

ず

し
も

恣
意

で
あ

る
と

は

み

な
さ

れ
な

い
口
的

口
手

段

11
関

係

に

お

け

る
暇
疵

(M

a
n
g
e
ll

は
、

特

別

の
基
本

権

位
置

が
問

題

と

な
ら

な

い
限

り

は

憲

法

的

に
は
喧

'　

(r
e
le
v
a
n
t
)

で
は
な

い
。

こ

の
暇
疵

の
審

査

は
、

行

政
裁

判
官

に
義

務

づ
け

ら
れ

た

も

の
で
あ

る
。
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ス
リ

ッ
プ
防
止
を
理
山
と
し

て
、

ま
た
伝

染
病

対
策

の
た
め
に
道

路

〔交
通
〕
を
遮
断
す

る
こ
と

は
、
行
政
法
ヒ

の
観

点
か
ら
す

れ
ば
、
隣

接
地

の
所
有
者

(A
n
s
to
s
s
e
r
)

に
対
し

て
、
過

度

に
負
担
を
か
け
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

に
比
例
原
則

に
反
し
た

も

の
と

み
な
さ
れ

る
。

い
い
か

ヨ

ル

ク

・
バ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

i

『
ス

イ

ス

基

本

権

原

論

』

(
、
..
.
)

κ

一

(
89ワ
」
)



尊

.

(
990ノ昌)

え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
主
張
さ
れ
う

る
利
益
擁
護

が
そ
れ
を
根
拠

づ
け

て
い
る
と
き

に
は
、
恣
意
と

は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

他
方
、
人
格

の
自
由
と

い
う
基
本

権

は
、

伝
染

病
対
策

の
た

め
に
全
層

住
地

域

に

つ
い
て
定

め
ら
れ
た
強
制
種
痘

(Z
w
a
n
g
s
im
p
fu
n
g
)

S
比

例

〔原
則
相
当
〕
Y

(V
e
rh
a
ltn
ism
a
s
s
ig
k
e
it)

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
を
白

由

に
審
査
す
る

こ
と
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

す

な
わ
ち
、

介
人
す

る

こ
と

の
困
難

さ
、

(
公
益

の
審
査

に

つ
い
て
の
)
成
功

の
可
能
性
、
お

よ
び
過
度

に
期
待
さ

れ
る
副
次

的
影
響
は
、
憲
法
裁
判

に
よ

る
包

括
的
な

衡
量

の
中

で
評
価
さ
れ

る
べ
き
な

の
で
あ

る
。

励

付
説

.
人

格
的

白
山

と

の
関
係

`

こ
れ
は
、

い
わ
ば
気
付

か
れ

て
い
な

い
こ
と

で
あ

る
が
、
基
本
権
保
障

の
領
域

に
お
け
る
比
例

原
則
は
、
次

の
こ
と
が
な
さ
れ

る
と
き
に
は
、
度

を
過
ご
し
た
逸

脱
と
な
り
う
る
。
ー

す
な

わ
ち
、
人
格
的
自
由
が
、

そ
の
際

に
ま
さ
に
比
例
原
則

の
基
準

に
よ

っ
て
の
み
制
約

さ
れ
う
る
任
意

の

処

置

〔振

舞

い
〕

の
臼

由

(H
a
n
d
lu
n
g
s
fre
ih
eit)

と

理
解

さ

れ

た

よ

う

な

場

合

で
あ

る
。

憲

法

ヒ

の

比
例

原
則

審

査

の

「
水

増

し

」

(
<
霞

芝
似
甲

s
e
ru
n
gq
)

は
、

こ

こ

で

は
、

人

格

的

自

由

を

、

各

々

の
国

家

的

強

制

か

ら

の
輪

郭

の
不

明

確

な

(k
o
n
t
u
i°lo
se
)

白

山

へ
と

、

基

本

権

と

は

無

縁

の

も

の

に

「引

き

延

ば

し

て
し

+　6
っ
た

こ
と

J

(g
i°u
n
d
i°e
c
h
ts
fre
m
d
e
《
S
ti-e
ck
u
n
g
≫
)

6̀
結

果

で
あ

る

。

原

註

(
011

)

こ

れ

に

か

ん

し

て

は

、

見

よ

、

N
三

ζ
男

こ
゜
曽
゜
卑

○
.
(
A
n
m

.
6
4
)
,
S
°
這

拝

H
ζ
じ。
o
【邑
z
＼
些

=
z
o
≦
°
oQ
c
h
w
e
iz
e
r
is
c
h
e

V
e
r
w
a
lt
u
n
g
-

s
r
e
c
h
t
s
p
r
e
c
h
u
n
g
,
5
.
A
u
f
l
a
g
e
,
B
a
s
e
l
a
n
d
S
t
u
t
t
g
a
r
t
1
9
1
6
,
I
.
B
a
n
d
,
¥
r
.
5
8
;
H
　'B
E
R
,
V
e
r
h
a
l
t
n
i
s
m

a
s
s
ig
k
e
it

(
a
n
m

.
6
6
)
,
S
.
1

鴫

が

、

比

例

原

則

の

歴

史

的

展

開

に

か

ん

す

る

.
個

の

概

観

を

与

え

て

い

る

。

(
m

)

N
ワ
2

男

=
弔
p
°
p
°
○
.
(
A

n
m

°
8

°
S
.
1
4
.

(
2.　1

)

こ

れ

に

か

ん

す

る

詳

細

は

、

2

じ⇔
○
「邑
z
＼
国
回
{7
0
≦
°
自。
°
9。
齢
○
.
(
A
n
m

.
1
1
0
)
,
S
.
°。
お

h
°
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取
引

お
よ

び
営

業

の
白
山

の
領

域

に
お

け
る
連

邦

裁
判

所

の
相
当

な

(e
n
tsp
r
ec
h
e
n
d
)
判
決

を
'

H
O
T
Z
,
a
.
a
.
0
.
(>
n
m
°
i2
),
S
°
9
4
ff,

10
9
ff
が
紹

介

し

て
い
る
。

(M11

)

基
本

権

の
方

向

"
向

か
う

(g
r
u
n
d
re
ch
tlich
o
i・ie
n
tie
i・t
)
比

例
性

審

査

(V
e
i・h
a
ltn
is
m
a
s
sig
k
eitsp
r
u
fu
n
g
)

b
特

殊
性

を
め

ぐ

っ

て
は
、
V
　'E
¥
D
T
,
a
.a
.O
.
(A
n
m
°
10
6
)
.
S
°
4
3
6
ff
が
指
摘

し

て

い
る
。
同
様

の
考
察

は
、
℃
塁

勇

[
勇

(・嵩

(9

虐
5
ユ
奉
。
7
σωぐ
霞
ω
薮
コ
α
三
ω
¢
コ
ユ

N
o
「m

e
n
k
o
r
tr
o
lle
,
I{
o
llo
q
u
iu
m

H
a
n
s
S
p
a
n
n
e
r,
W

ien
/
N
e
w

Y
o
r
k
19
7
9
,
S
.
36
ff)
;
以
前

の
形

式
的

な
比
例
性

審
査

は
、

中
心

的

な

基
本

権

位
:=

(ze
n
tra
le
G
r
u
n
d
r・ec
h
ts
p
o
sitio
n
)
が
妥

当
し

て
い
る
場
合

に
は
、
役

疏
た

な

い

(u
n
ta
u
lich
)
°

(411

)

こ
れ

に
か
ん

し

N
は
'
B
C
E

103
to
9
5
5
ff
を

見

よ
。
連

邦
裁

判

所

は
、
居

住
移
転

6
=

_

(N
ie
d
e
rla
ss
u
n
gq
sfre
ih
e
it)

へ
の
重
大

な

侵

害

が

な
さ

れ

て

い
る
場

合

で
も
、

比

例
性

の
問
題

を

審
査

し

て

い
な

い
..

こ
れ

に
対

し

N
'

Z
B
J
V

19
79
,
S
.
1
2°。
h
は
批
判

的

で
あ

る
。
今

日

N
は
'
B
G
E

10
6
Ia
3
2
は
、
居

住

の
義
務

(R
e
sid
en
sp
flic
h
t

〔官

公

吏

・
聖
職

者
な

ど

の
勤
務

地

・
公
舎

居

住

の
義
務

、
ま

た
、

弁
護

」

の

肇

務

所

設

置

義

務

と

い

う

〕
)

を

、

比

例

_:
°

(V
e
r
h
a
ltn
is
m
as
s
ig
k
eits
p
i・in
z
ip
)

G
基

準

を

も

川

い

て

判

断

し

、

邦

法

が

弾

力

性

(E
la
s
tiz
ita
t
)
を
ト

分

に
.小
し

て
い
る

に
違

い
な

く
、

そ
れ

ゆ
え

根
拠

の
あ

る
事
例

に
お

い
て
例

外

で
あ

り

う
る

こ
と
か
ら
導

い

て
い

る
。

(511
)

_
様

Il、

H
a
rz,
a
.
a
.
O
.
(
A
n
m
.
72
)
,
S
.
9
5
お
よ
び

N
ジ
ジ
§
コ
=
°
鉾

p
.
0
.
(A
n
m
.
6
4
)
,
S
.
24
f
°

(611

)

しu
Ω
国

㌧
亀

鼠

鱒゚
。°。
　
連

邦
裁

判

所

は
、

問

題

を

、

人

格

的

白

由

(
P
e
i・s
o
n
lich
e
F
reih
e
it
)

6
観

点

か

ら

判

断

し

て

い
る

。

こ

の
指

.小

(A
n
o
r
d
n
u
n
gq
)

が

「客

観

的

理

山

に

よ

っ
て
全

く

正
当

化

さ

れ

な

い
」

と

い
う
定

式

は

、

同

時

に
、

こ
こ

で

は

す

で

に
恣

意

禁

止

が

保
護

(S
c
h
u
tz)

を
命

じ

て

い
る
と

い
う

こ
と
を

も
意

味

し

て
い
る
。

(
711
)

見

よ
、

前
出

の

OQ
°
12
2
f
.

(
811

)

こ
れ

に
か

ん

し

て
は
、

参

照
'

B
V
e
r
fG
E

16
,
19
4
ff.
髄

液

(r
さ
⊆
o
胃
)

(脳

液

お
よ

び
背

髄

液

(G
eh
ir
m
-
a
n
d

R
u
ck
en
m
a
r
k
flu
s-

sig
k
e
it)
)

S
検

査

が
許
容

さ

れ
る

の
は
、

責
任

能

力

(Z
u
re
ch
n
u
n
g
sfa
h
ig
k
eit)
を
曙

証

す
る

た
め

に
な

さ

れ

る

の
だ
か
ら

で
あ

る
。

検
査

に
際

し

て

ひ
ど

い
痛

み
を

伴

う
侵

襲

(E
in
gq
一・if
f)
が

な
さ

れ

る

こ
と
が

あ

る

の
か
、

「ド
イ

ツ
〕

連
邦

憲

法
裁

判

所

は
、

そ
れ
を
全

く

許

さ
れ

な

い
も

の
と
見

て
は
お

ら
ず
、

検
査

の
適

川
を

喧
罪

犯
人

の
精

神
状

態
を

明

ら
か

に
す
る
場

合

に
、
限
定

し

よ

う
と

し
て

い
る
。

(
91且
)

同
じ

く
'

B
G
E

1
0
7
Ia
6
4
ff;
た

し
か

に
、

連

邦
裁

判
所

の
考

察

(国
『
謂
餌
㎎
⊆
冨
σq
)

の
重
点

は
、

拡

=;
機

(L
a
u
tsp
rec
h
er
)

6

'
般
的

禁

・止
の
必
要

性

(E
r
fo
rd
e
rlich
k
e
一け
)

〔の
有
撫

」

の
審

査

に
置
か

れ

て
い
る
。

(
㎜
)

見

よ
、

前
出

の

ω
゜
這
卜。
や
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